
Title アダム・スミスの価値論に就いて（二）
Sub Title
Author 加田, 忠臣

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1919

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.13, No.7 (1919. 7) ,p.899(97)- 910(108) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19190701-

0097

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


第

十

看(

八

九

八

〕

雒

、錄
製
鐵
生
囊
レ
關
す
る
調
登 

!)
,
«-
;
人

が

、'石

炭

運

賃

ょ

り

も

割

安

め

付

ぐ

，
有

樣

な

&

^

る
に
我
國
の
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間
會
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^
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て
.は
鑛
、
聚
、
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舶
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等
の
全
歡
を
所
有
す
る
も
の
無
く
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又
此
の
何
れ
か
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所
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る
も
の
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め
て
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樣
な
れ
ば 

原
料
連
賃
義$

9

浮
沈
に
_

せ
ら
S

S

用

ノ
 

I
，ミ
：
''.'::.''， 

笫七號九六
 

M

賃
市
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，に
左
右
せ
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れ
ざ
る
事
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费
^

低
下
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せ
し
ひ
る
に
就
き
で
必
©

#

る
ば
論
を
俟
尺
中
、

ゾ
我
が
製
鐵
業
の
生
產
毀
が
海
外
の
そ
れ
に
比
し
て
高 

M

に
f

不
利
益
な
る
事
情
ft
力
耍
左
の
ff
i

り
な
る
が 

|
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我
國
は
比
軟
的
水
カ
，に
富
み
、
.水
力
電
氣
を
利
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京
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原
料
が
會
社
の
所
#

鏘
山
ょ
り
出
で
而
し
て
典
の
.鑛
山 

が
手
近
か
に
所
在
す
れ
ば
简
ほ
a

て
便
利
な
る
^
な
れ 

ど
も
、、
例
分
遨
隔
の
地
f c
‘

在
る
を
.も
會
社
所
有
の
鐵
逾 

哲
ぐ
は
船
舶
に
0
h
y
て
述
搬
す
る
^

を
#
ば
所
有
鑛
山 

W

手
近
が
に
所
在
す
る
場
合
と
經
濟
i

大
な
る
相
異
あ 

ら
ざ
る
な
b

、‘
我
; ^

製
鐡
會
社
に
あ
b

て
も
其
の
X

場 

.

の̂

在
她
に
依
り
て
は
內
地
に
て
鑛
石
又
は
石
^
若
く 

は
ユ
ー
ク
ス
を

M

X

る
ゝ
：に
比
し
蘭
領
0 ;

セ
1

べ
ス
ょ 

:

b

鑛
呑
を
買
ひ
西
^
^
亜

ょ

炭

を

貰

ふ

方

却

•て
割 

安
^

る
事
あ
，k

、
斯
の
她
き

有
薇
な
る

幺
以
で
原
料
を 

展
：る
翁
所
ぬ
隔
b
g;
.る
.ビ
'も
恢
給
暈
校
對
す
る
.安
定
S

の
便
觉
あ
る
ベ
.く
思
は
る
、
即
ち
水
力
電
氣
を
旺
ん
{£ 

製
鐵
に
SS
用
す
る
.事
に
な
.ら
は

.̂

國
の
r
,
^
. れ
多

.

は 

著
し
く
減
ず
る
に
到
る
べ
し
、
我
國
に
は
今
日
运
の
部 

«
に
據
れ
ば
水
カ
電
氣
を

0
し
#
ベ
き
水
力
は
約
四
® 

m

l
ぁ
る
が
尙
ほ
十
分
に
調
赍
せ
ば
或
は
五
百
离
縣 

力
二
達
せ
ん
も
知
れ
^
ヒ
云
ふ
今
恭
し
此
の
B
-r
-
Ĥ
ル 

*
の
半
ば
を
製
鐡
に
使
用
す
る
事
を
#
ば
、

一
ヶ
年
ユ
ハ 

首
晨
^
の
鐵
を
^
む
得
ら
る
^
云
ふ
、
¥
し
1:
^
の
& 

合

！

J

於
で
も
.勿
論
石
歡
を
多
少
は
，使
用
せ
ざ
る
ベ
か
ら
；
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1、
其
#
量
ば
普
通
骸
炭
銑
働
を
.造
る
場
合
は
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一1

分
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に
で
濟
む
譯
な
る
が
故
に
歐
讲
全
it
.に
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水

力

の'便

用

し
#
ベ
、
き

も

の

が
'四

.千

海

馬

力
*
り

.と

云

有

す

：る

：
も

熔

鑛

爐

の

.
規

模

を

大

に

し

て

石

聚

若

く

本

コ

ふ
に
我
が
日
本
♦か
一
ヶ
國
に
て
.斯
か
hる
多
量
の
水
力
を 

有
し
居
る
事
は
實
に
我
國
，の
天
惠
と
云
ふ
，べ
く
、
斯

の

.

-

如

き

天

惠

を

有

す
_る

我

國

に

於

て

今

後

大

に

.
‘
水

カ

電

氣
 

製

鐵

事

業

を

旺

ん

な

ら

し
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事

は

大

切

な

る

時

務

に
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屬

す

べ

し

タ'

:
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要
す
る
に
現
在
彼
我
の
生
產
费
に
於
七
旣
に
擧
げ
たI 

る
が
如
く
、
銑
鐵
の
生
«

«
は
我
國
の
九
に
對
し
海
外I 

製
鐵
會
社
は
六
に
當
る
位
の
相
違
あ
り
と
雖
も
之
れ
即j 

ち
原
料
其
の
他
の
條
件
fc
對
す
る
相
違
に
し
て
若
，し
我
'一, 

が
製
鐡
會
社
が
此
等
總
て
の
條
件
を
改
曳
す
る
に
至
ら
一 

ば
外
國
製
鐵
會
社
の
生
產
費
位
に
引
下
げ
得
ら
る
べ
く ： I:

 

運
貨
關
稅
を
■負
擔
す
る
輸
入
外
鐡
に
對
し
競
爭
上
有
利\

, 

の
驰
位
に
立
つ
を
得
べ
し
€
雖

も

製

鐵

上

の

總

.て
の
條 

件
の
改
良
は
大
に
資
金
問
題
を
伴
ふ
譯
な
6

、
即

ち

舊

. 

式
の
設
備
を
新
式
の
も
の
に
變
觅
す
る
も
、
鑛
山
、
炭 

山
を
所
^

す
る
も
、
將
又
、
鐵
道
を
布
設
し
船
舶
を
所
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ク
：
ス
の
使
用
量
：の
節
約
を
計
：る
も
、

コ

.
1
ク
ス
の
撕 

產
物
を
.得
る
も
、
若
く
は
水
力
電
氣
を
利
用
し
て
製
鐡 

す
る
も
.、
總
て
が
資
本
問
題
の
解
決
に
俟
づ
ベ
き
案
件 

た
り
、
然
る
に
原
料
の
.供
^
、技
*
、を
產
員
罾
の
點
に 

於
て
經
濟
的
'に
存
立
の
覺
束
な
き
現
在
の
我
が
0
^
M 

鐵
，業
者
が
現
狀
維
持
の
侮
に
.て
推
移
せ
ん
と
せ
ば
i
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す
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1
前
段
叙
述
す
る
が
*
く
V
ス
i
ス
は
自
然
價
格
は
生 

産
費
に
依
つ
て
決
定
せ
ら
れ
、
市
場
は
財
の
®
嬰W

供 

給
と
の
關
係
に
ょ
り
て
定
ま
り
、
,'
而
し
て
市
價
は
完
全
一 

な

る

.a
由
競
#
の
存
す
る
‘場
合
に
於
て
は
、：

自
然
價
格
ヲ 

R
ニ
致
す
と
な
せ
り
。
而
しy.

生
康
费
の
內
容
5
し
て 

勞
銀
？
利
潤
並
に
地
代
を
揭
げ
为
b
。
ヾ
 

ベ 

:■
'
'扨
て
ス
ミ
；ス
は
其
價
値
論
の
出
發
點
に
於
て
.

一
 

T
he value 

of any 

commodity'therefore, 
to

the person w
h
o

 possesses it, 

and 

w
h
o

 

means

>

 

•
»
•
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_
J

 

_

_ 
~

T
h
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 real price 

o
f 

eveiytMng, 

what everyth- 

inp' 

really. 

•
 costs..

r+
o the 

who: 

wants 

to 

acquire

Fis.the t
o
i
r
s
d

 

trouble 

of acquiring 

it 

3

ビ
言
へ
る
が
览
に
第
一
卷
第
六
章
忙
到
り
て
は
.

In that early and rude state 

oi society w
m
c
h

preceedes 

both 

the 

accumlation 

oi stock and 

appopriatiopof 

land, 

the pro 
で ortion between 

the quantities of labour 

necessary 

fQ-
r acqfaBng 

different objects seems to be 

the 

only circums­

tance whicii can' afford any 

fule 

f
o
r

o»xchatlg-

cw

)
i
nrQthem for 

one anotnerv

to use 

or consume
」
！： Hmself, but to exchange 

\ 

it for other commodities, 

is e

ぶual to the quanl 

|

tity of labour 

which 

it enables 

.
 him - to p

u
r
c
h
-

ど
言
a
、
資
本
私
有
制
度
の
時
代
に
於
け
る
偾
格
決
定 

ase or command. 

Labour'therefore'is the real' 

の
原
因
に
就
き
て
は
、

measure 

o
f the 

exchange 

value of 

all 

coml.

moditles.

へ

In this state of* things” the 

.
t̂r
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-
p
l
o
cu
u
n
e

 
o
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:.labour 

does 

.
 not ...always 

t
o
'
-
t

tr
e
-

la<

1

I

I
I|
fp,

!
I

bouren H
e

 must in most, casew share it witli the 

が
如
き
«
あ
4
な
*
。̂
又
、
國
富
論
第」

卷
第
六
章
の 

owner 

o
f 

the stock 

which 

employs him. 

N
e
i
l

み
を
見
る
と
き
は
、
ス
ミ
ス
は
進
步
せ
る
交
換
經
濟
の 

.ther is the quantity o
n
a
b
o
u
r c

ommo
n
l
y 

時
代
に
於
け
る
®
格
の
_
成
要
素
が
勞
銀
、
利
澗
並
に

.ed in acquiring or producing any commodity, the 

一
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代
の | 
一
ー
考
^

存

达

 
P 
ビ

說
け
る
も
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；
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て
1

-,
;
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;
;
•
,
';
‘

'
.
:
: - 

.
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丨

only, drcumstance which can regulate the quan -

一
 

植
は
當
然
勞
働
に
ょ
-

C
V
T

決
定
せ
ら
れ
、
利
^
並
に
地

'
:
. 

: 

*
 

:

:
■

:
:
.\

:

,

'

.

tity

.

 

which 

it 

plight 

commo
n
l
y

 

to 

p
u
r
c
h
a
s
e
,
:

代
は
，勞
働
.K
砍
り
て
增
加
せ
ら
れ
た
る
價
値
を
掠
奪
せ

.

.

.

.
 

:

 

.
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 ̂

■

command, 

6
r exchange fon 

s 

■
 

|る
も
の
に
外
な
ら
ず
と
看
.&
せ
り
と
解
し
得
ら
.れ
ざ
.る 

な
v

s
し
分
i

達
し
私
有
財
產
制
度
の
確
立
せ
.る
時
：

R

も
非
ず
。
さ
れ
ば
吾
人
は
其
の
何
れ
に
.往
く
べ
き
や 

代
の
偾
格
決
定
に
就
き
.て

は

、

:

:

:

一

 

適
從
に
苦
ま
ざ
る
を
得
ず
0

:

Wages, :prost'

目d 3nt, are the three o
r
i
g
i
-

.
さ
れ
ど
靜
か
に
、
國
富
論
を
熟
讃
す
る
と
き
は
、
®

.

.

'

.
:

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

nal, sources .of :all 

revenue 

as 

well as 

of 

a
l
l
j

人
は
ス
ミ
ス
の
眞
意
の
那
邊
に
存
す
る
や
を
推
斷
し
得 

ex

o'hangeable value-

® 

j

べ
し
。
ス
ミ
ス
論
じ
て
日
く「

勞
働
の
生
產
物
は
勞
働 

と
富
へ
る
が
^
き
01
±
の
文
章
を
^
«
4察
す
.る
時
は
.
:.
の
自
然
的
報
酬
即
ち
勞
銀
な
り
。
土
地
の
私
有
と
資
本 

典
問
生
張
の1:

貪
を
缺
く
が
如
&
«
な
き
^
ぁ
ら
ず
。

の
蓄
稹
な
き
原
始
草
眛
の
時
代
祀
於
て
は
、
勞
働
の
金 

.
例
へ
ば
ス
三

ス
は
其
價
値
論
0
最
初
.に
下
せ
-る

「

1

"

生
產
物
は
®
^
潜
に
歸
»,
し「

勞
働
者
は
其
生
產
物
を
、
 

.の
：‘分
量
は
偾
値
.の
唯1

®

決
定
原
因
な
り」

と
せ
る
命
分
つ
べ
き
地
主
又
は
資
本
家
を
有
す
る
こ
と
な
き
な 

題
^
®
赛
分
を
1

を

：加

，
へ

或

は

乏

を

：全

.然
赉
定
せ
、る

b
。

こ
：
の

狀
1
に

し

て®
續
せ
ば
，
勞
銀
は
分
業
：の
發
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從
ひ
生

産

力

が

增

進

す

る

每

に

增

加

す

ベ

し

』

^
。 

即

ち

交

換

僧

値

，の

發

生

は

獨

な

、

勞

働

に

ょ

る

も

の

に

し

て

、

土

地W

資

本

^
.
の

私

有

制

度

が

勞

働

の

增

加

せ
 

る

憤

値

を

割

取

す

る

を

示

せ

る

な

り

。

さ

れ

ぱ

其

意

攸
 

デ

ビ

ツ

ド

。
タ

カ

ル

ド

が

 

p
r5*
Q.
o
l
e
s

 of political E
c
o
­

n
o
m
y

 

s
d Taxation 

1
8
1
7 

に

於

て

T
h
e

 vahie of a commodity, 

or the quantity 

of any other commodity “
or ;which 

it will 

ex- 

change, 

depends, on 

t
ha>
J
.n)
ppr
.
ya>
.
 quantity 

of 

:•
.
 laboui: which 

is 

necessary 

for 

its 

production,

and 

not 

on 

the 

greater or 

Jess compensation

: 
.
 
,
3 

へ：...

 

which is ;paid for 

ttr
a
t labour,

:
と

言

へ

る

交

換
®
値

の

原

理
.

>
1

同

意

味

の

も

-
の

に

し

て

余

は

ス

ミ

ス

が

其

價

値
8&
の

脱

理

と

しV

は

勞

働

偾

値

論

を

採

れ
.る
も

の

な
6
.ビ
信
ず
る
な

-

CN
。

，
以

下

其

理*

1〇
〇

(

九)
「

勞

働

が

富

の

父

並

に

發

動

的

元

質

た

る

こ̂
、
宛

も
 

土

地

が

职

た

る

に

同

し1

s Labour is the 

father and 

active principle 

of wealth, 

as lands are the m
o
t
h
­

ers 
と
せ
る
思
潮
は
ク
井
リ
ア

ム

。
ぺ

ティ
、

ジ

ヨ

ン
*
 

口

ッ

ク

の

時

代

ょ
^
'其

源
?:
發

せ

る

も

の

に

し

て

英

.國
 

經

濟

思

想

の

根

底

を

な

す.も
の

な

む

。
メ

ミ_

ス

も

亦

こ 

の

思

潮

ょ

り

脫

す

る

能

は

ず

.、

彼

は

其

大

著

の

開

卷

第

い1
黄

に

日

，
へ

ら

く
.

,

,

T
h
e

 

annual 

labour 

of 

every 

nation 

is the

fund, 

which. 

ori
3.nal.ly 

supplies it with all. 

the

を
述
べ
ん
ビ
す
。

,:
|

ハ
 
s) 

S
B
i
?

 Wealth 

o
f 

Nationsvol. i,p. 32. 

necessaries 

and 
c
o
n
v
e
f

 des 

of 

life which it

s

二) 

s

日ith : loq. 

c

®

5

s
m
i
t
r

 op. cit. vol. i. p. 49,

(

註
四)

S

日ith: op. cit. vol.i. p, 

5
r 

(

粒

at) 

smitli:. op
、
cit'vol..i, p. 54, 

(

註
六)

，Smith: op, cit'vol. i. p. 66. 

(

註
七)

MS52_ 

p. 

9‘
naturally consumes, 

and 

‘
 wnich consist* always 

dith

nlr m

 th

n>lmmeDiate produce of that labour, 

or 

in 

what 

isdurchased 

with 

that 

produce 

from other nations. 

—

と

。)

.，
1
1國
民

の

#
年

の

勞

働

妒

其
_
の

苹

生

產

の

调

源
：j 

な

り

て

ふ

這

般

の

傅

統

的

傯

想

は

、

ス

ミ

ス

經

濟

學

體

J

 

系

中

を

；
流

る
.る

思

想

の

最

も

重

耍

な

る

も

の.0
1
:
し̂

.
 

て

、
，
彼

が

實

に

フ

.ィ
：
ジ

オ> 
ラ

ア

ト

の
®
業

偏

重

論

ょ

，

6
數
步
を
進
め
て
經
濟
學
の
薪
し
き
癀
地
を
開
拓
せ
る 

所
以
のj

な
り
。
而
し
て
：斯
く
の
免
き
勞
働
の
觀
念
ど| 

共
に
.乳
«
隙
的
方
面
に
於
て
勞
働
兹
險
級
.に
對
し
て
、

ス
.ミ
ス

が

深

き

同

情

を

有

せ

し•は
、

阈

富

論

第T

卷

第

\ 

八

章

勞

銀

論

並

に

第
1
.卷

策

屮

ー

章

地

代

論

0
末

尾

に

：

一 

於

て

社

,#
の

刺

益

^

所

得

の

分

配

ビ

の

關

係

に

就

き

て

丨 

論

せ

し

所

に

侬

ぅ

て

明

か

なK
V 
O、
斯

く

の

如

く

勞

働

を
 

重

樂

視

す

-5
は
ス
ミ
，ス
經
濟
學
の

 
一

«
«
に

し

て

、
.吾 

人

が

彼

め

經

鱭

學

を

論

ず

る

に

當b
.、
記

憶

.す

る

を

寒

'

銷
十
三
餘

■̂
>.る
.
^
;
- ̂
hy 
ビ

す

。

-

ス
ミ
ス
の
師
友
た
り
し
デ
ビ

ッ
ト

ン

ヒ

ユ

ー

ム

が

其
 

大

著 

Essavs

^,£noral/political, 

and literary 
中

の

商
 

業
論
に
：「

此
世
の
す
ベ
て
の
も
の
は
勞
働
に
侬
り
て

|1

(3
-
.

VI
る 

I 

二 jbvervthln

crq
i
n

 

tlie 

w
o
r
l
d

 i
s
d
u
r
c
h
a
s
e
d

 
b
y

 
l
a
b
o
u
r
s

ビ

M
へ
る
に
做
ひ
て
、

ス
ミ
ス

.は

.

f "What is bought: with 

m
o
n
e
y

 

OJ- 

g
o
o
&

 

is purchased 

bv 

l
acr
o
u
rvt
a
s
 m

u
c
h

 as what w
e

 

acquire:bwthe 

1:21 

of" our 

o
w
n

 body*

JLabour was 

tiie 

first: 

p>rice, 

Original 

Dur-

s

chase-money that; was oald lor all

臣
日
^3.

ビ
言
へ
る
が「

勞
«
は
す
べ
て
の
，も
の
に
對
し
て
最
初 

に
支
拂
は
れ
た
る
代
偾
即
ち
最
初
の
代
金
な
b
,

」

S
せ 

る
は
實
に
英
國
經
濟
學
の
傅
統
的
根
本
思
想
な
る
ミ
共 

に
"
ス
ミ
ス
*
濟
學
の
极
本
思
想
た
る
な
b
o

(

#I

/
' se

.̂alr: Tlieorv of 

Value 

before 

A
d
a
m

 smit

p1 

1x
10-11’ 

.

■■
•

(

九
o
三〕

雜

錄

' 

ア
ギ
ム
。
ス
ミ
ス
の
愤
偷
論It
就
い
て 

婼
七
婢 

一
0
J



鹩
十
马
卷(

外
〇
四)

雜錄
アダ

t
ス

ミ

，

に
砩

い

て

 

鄉
七
猇

1〇
ニ

(

善 I)' 
S

住tb; 
o
?':
'
o
i
t
-
.

 -vol.i, p. 

M.

(

註

：3 '
.

)

、. Dav‘id'Humle. 
.
E
S
lo
a
J
S
p
n
d
.
.

 

Treatises 

on 

Several

subj-ects. 

:
X00
0
9
.
.
'
V
0
1
. 

p
，

277,

.
:
:
ン

C
E四)

Smith: 

op. 
cit. vol.i. p. 32.

.

土
地
と
資
本
$

の
私
有
起
ら
ざ
る
時
代
に
あ
^

'

て
、
 

,

鑛

.
が
僧
値
決
定
の
唯
一
の
：原
因
な
る
は
、
ス
；ミ
ス
の
：
 

明
か
に
論
せ
し
所
な
ゲ
。
資
本
私
有
制
度
.の
時
代
に
お 

り
て
は
、
ス
三
ス
は
先
.

に

佘

の

引

用

せ

る
.

fNeitheT is tne^Il

PJ'ntity oi labour c
o
m
m
o
n
-

.

..

'
.
'
'

J
.

,

f 

,

.

ly 

employed 

m

.wcqulnn

aqor;produomg 

any 

commodity, the 

only 

cjHcumstaQC

CT)

O
S
 

regulate the quantitv which it ought commonly

.

- 

. 

s

to purchase, CGmmand, 

or exchange 

for.

な
る
寧
句
^
依
b
て
明
か
な
る
如
く
、
決
し
て
勞
働
を 

以
.て
唯
一
；
の
’價
格
決
定
：の
要
素
e
な

さ

し

が

如
 

し
p,i 

の

文

：章

，
よ

女

前

.の
：文

る

と
き
は
資
本
が
價
値
を
增
加
す
る
に
あ
ら
ず
、
た
¥
勞

働
の
み
價
値
を
增
加
す
る
所
以
.を
知
ゐ
を
得
べ
し
。”
ス

ミ
ス
白
.ぐ
'、
.

.

.

.

、
：
I
n

a>xchanging 

til

n)complete 

n̂
anulacture

either 

for 

monev, 

for 

labour, 

or 

for 

other

p-oodsy 

o
vn>
r and above 

J
^
a
y

cr
rl
l

to p
>
a
y

.r
+
h
e

 
でrice of the materials, and the -wages

oi 

叶ぱ
0>
名 orkmen, 

s
o 日et^lin^must be given,

Mr
o
r

t:he 

でrotits of the 

undertaker of* the. w
o
r
k

 w
h
o

hazard his 

stock m. this, adventure. 

T
a
e

 

value
i

whicii the woricmell adcit

p'tll

a)there 

丨

;forev 

resolves 

itself in this 

case 

in twodalts

of, which 

dle.one pays their 

wanes the 

other

the profits 

of their emoloyer 

upon 

the 

wholw

stock 

of 
materials 

and wages 

w
tr
l
c
h 

he 

ad- 

-

3

v
a
n
c
o
a

♦ヒ

で
。
余
，が
ア
ン
、ダ—
 

• ！フ
イ
シ
を
施
せ
る
部
分
は
最
も

.重

.嬰
に
し
て
、其
意
は
§

私
有
制
度
の
f

て

ょ

て

、
其
意
は
土
；地
私
有
制
度
の
起
h
し
爲
め
R
’
勞
働 

.其
私
有
制
度
の
爲
に
勞
働
の
^
^
せ
る
.價
値
ょ
h
利

霞

者

は

、
其
土
地
.使
用
料
S
七
て
地
主
に
對
し
地
代
を
支 

な
る
名
诌
の
下
に
、
其
一
部
分
が
割
取
せ
ら
る
S
言

ふ

'
拂
は
ざ
る
可
か
ら
ず
ど
言
ふ
に
在
り
。

:
.
に
あ
6
>
換
言
す
れ
ば
傾
^
の
：增
加
は
其
根
據
を
何
れ
ス
ミ
ス
の
所
謂
原
始
草
昧
の
時
代
に
あ
り
て
は
、，資 

の
時」

に
於
：て
も
勞
働
の
：上
に
遛
<
も
資
本
私
有
制
度
が|

本f

器
具)

が
#
用
せ
ら
る
ベ
.き
は
リ
力
ル
ド
の
言
へ
る 

價
値
の
分
配
に
對
し
て
變
化
を
起
せ
り
と
言
ふ
意
な
が
如
し
。
さ
れ
^
こ
の
場
合
に
、利
澗
の
起
ら
ざ
る
は
、
 

:
b
。 

M

社
會
關
係
が
資
本
の
私
有
を
必
耍
ビ
せ
ざ
れ
ば
な
5
。
 

'.
'
地
代
の
^
八
ロ
に
於
て
は
«
±
の
如
き
意
味
が
最
も
適：

斯
ぐ
の
如
き
關
係
は
土
地
に
於
て
も
之
を
見
る
を
得
べ 

確
に
表
は
3
る
る
な
&
。
ン
ス
ミ
ス
.日
く
、
 

"く
、
利
潤
^
地
代
ど
、：&
私
有
財
產
制
度
の
結
果
起
れ
る 

:

'
A
s

 soon as the land 

of 

anv 

country 

h
a
s

も
の
に
し
て
.、
之
が
勞
働
の
增
加
せ
る
價
値
を
掠
#
す

 ̂

all become private Dropertv, the landlords, l
i
k
e

る
に
過
ぎ
ざ
る
を
示
す
も
の
な
b
o
.
ス
ミ
ス
は
こ
の
狀

.

.
'
'
•

 

.
 

,
 

. 

.

.

.

. 

,
 

\

all other men, love to reap 

where 

they 

s

y

m
態
を
以
て
_
然
な
b
と
せ
る
に
は
相
異
な
け
れ
ど
も
、
 

sowed, 

s
d de

m
s
d
a

 rent even for 

its 

naturalI

其
掠
奪
な
る
こ
ビ
に
至
つ
て
は
、
之
を
打
ち
消
S
ず
、

produce.

-
...
 

: 

H
e

 (labourer) must then pay 

.價
値
の
增
加
は
原
始
草
昧
.の
時
代
に
於
て
も
文
明
の
域

for the licences toMgather t
h
e
m
; and must g

i
v
e

に
達
せ
る
社
會
に
於
て
も
明
か
に
勞
働
に
依
る
s
な
せ 

up to 
t
h.olandlord a porton of" what his labour 

る
な
b
o 

、

s

o

a

w
 

s

 

斯
ぐ
®

如
&

;

準
^

は
國
富
論
第
1
.

卷
第
八
章
勞
.銀
論

(

九
o
五

}雑
錄
ア
ダ
ム

*ス
ミ
0
§

値
輪
じ
就
い
て 

1
0兹



要

三

歡(

九
〇
六

)

雜
錄
ア
グ
ぅ
ス
ミ
ス
の
覆
論
に
就
ぃ
弋

第

七

號

r
o四

を
®
む
に
依
b
T
、
一
 
餍
明
快
に
證
明
せ
ら
る
る
な
b
o 

.「

勞

働

の

自

然

的

報

酬

.即
ち
勞
銀
は
勞
働
の
生
產
物
ょ 

6
•成
る
も
の
^
す
。

.「

土
地
0
私
苻
、
資
本
の
蔣
積
な
き
烺
始
的
狀
態
に
ぁ 

A
T

は
、
勞
働
の
生
産
#

は
、」

勞
働
者
に
歸
馬
し
、
之 

が
配
分
に
與
炉
る
ベ
き
地
主
夂
は
歷
主
ぁ
る
を
見
ざ
る

' 

o
' 

, 

- 

:
:
•

「

3
れV」

勞
働
#
が
興
勞
働
の
全
生
産
物
を
享
受
す
る 

へ
が
如
き
原
始
的
狀
f
fiは

、;:
土
地
私
有
く
資
本
の
蓄
積
の 

行
は
る
る
や
直
ち
に
游
滅
す
る
な
り
。
.• 

•

し

て

，
、
：
土

地

の

旣

に

私

有

財

產

ビ

爲
る
や
、
直
ち
に
地 

主
は
：勞
働
者
が
其
土
地
ょ
b
.生
産
し
又
は
採
拾
し
得
べ 

き
殆
ん
^
|
切
の
生
產
物
に
阳
つ
て
其
の
配
分
を
受
け 

ん
こ
ビ
を
要
求
す
る
に
至
る
べ
し
。
故
に
土
地
に
投
せ 

ら
る
る
勞
侧
の
生
產
物
ょ
5

第
一
に
控
除
せ
ら
る
る
ふ 

の
は
地
代
な
り
。
而
し
て
、
土
地
を
耕
耘
す
る
者
が
其 

收
權
を
了
す
るVJ 
&

ま

で

、
..自
力
に
て
其
生
活
し
得
る こ

ど
は
甚
だ
稀
に
し
て
、
其
生
活
資
料
は
槪
し
，て
*
主 

n

^ :

農
家
の
資
本
中
ょ
り
前
貸
せ
ら
る
る
な
り
。
而
し 

:

て
餍
主
は、

绔
働
者
の
生®

# ；
を̂

く

る
に
あ
ら
ざ
れ 

:,
■■'ば
，
換
言
す
れ
ば
、
彼
の
資
本
.が
利
濶
に
依
つ
て
補
償 

I

せ
ら
る
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
，
彼
は
勞
働
者
を
雇
傭
す
る 

'
.

の
意
志
を
有
せ
ざ
る
可
し
。"
さ
れ
ば
こ
の
利
潤
は
土
地 

I

ー
に
投
せ
ら
れ
た
か
^

働
め
生
產
物
ょ
り
第
ニ
に
控
除
せ 

j-

 

'

ら
る
■る
も
の
な

-C
s

ぐJ
.

 

>

:'
:
以

上

引

用

せ

る

國

富

論

の

數

節

は

ス

ミ

ス

の

價

砠

双 

’而
I

が
勞
働
價
値
說
に
外
な
ら
ざ
る

乙

と
を
■
明
す
る
も
の 

な
りVJ

云
ふ
を
得
ん
か

0

’
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o
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5
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I
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R
i
c
a
i
d
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パ
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w
q
r
l
c
s
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p
i*
M
6
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'

藝

•

) 

S
m
i
i
h
o
p
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cit, 

vol.
i
. 

p. 

6
6
-
6
7
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(

註
七
.

〕
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'

がH

1

ム
*
パ
タ
土
}1
/
ク
は
=ス
ミ
ス
の
资
本
利
觸̂

論
’ぜ

石

所

に

於

べ

利
.潤
の

原

理1:
關

じ

て

は

ー

I

個

‘の
方
面
あ
9 

と
言
へ
り
。
，
其
1
11
余

の

指

摘

せ

る

勞

働

潴

絞

取

說

|;
じ
 

て
.
*其
ニ

は

资

木

衆

の

利

&
心
に
®
へ
て
、
資
本
を
投
資 

ゼ
し
む
べ
さ
燏
が
の
剠
漏
な
リo
而

し

て

第

二

の

說

か

以
 

て

、Se
n
i
o
r

が
後
；2
說
け
^
節
約
說
と
も
见
る
べ
咅
もJ 

■
の
と
し
}

ス
ミ
ス
の
態
度
は
附
凇
の
間
に
完
全
な
る
中
立

| 

^
守
り
れ
-̂

も

め

-
と

ゼ

り
:0(B5h 
日
-

Bawerk : 

Capital

一
 

and. Interest.. Trans.

o*y..smart .p. 

7M
I7
5

) 

\ 

さ
れ
ど
余
は
ス
ミ
ス
の
眺
が
党
金
な
る
中
立
脱
匁
リ
と
す

\

,
K
-舫
エ
l
Aの
說
に
贽
同
す
る
能
は

W

み
こ
i
キ
ヤ
ナ
ノ 

.
一
数
授v

同
じ
タ
数
校S

 
く

、
,

• 

' 

\

.ニv
e
'
m
a
y

 

say, 

UKrn,.that 

to 

A
d
a
m
.

^
1
1£
1

«
3
卬̂
:
.
'
:
|

, 

■
 

^

p
c
p
e
a
r
e
d
'
t
o

cr
e 

p
'

aoducticn 

f
r
o
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 :the\ pfo

'auce 

oi 

ぐ
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lplDcur,.

rv
o
:
:
w
h
i
c
l
l

「t'tle ....labourer 'lias, to 

st

一
 bmit 
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メ
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.
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'
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: s
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he 

has 

s 

m
e
p
n
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asupport' 

a
n
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n
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、

mpterials. of" p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
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o
r
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W
5 ブ
日-B

p
w
c
r
k
.

cr
e
-

■

〕icvcs th.i.t 

A
d
a
m

 

sB:
i
u
l 

also occasionally 

a
d
v
a
n
c
e
d
.

existence or his theory.'

f
w
d
w
i
n
n
a
n
a
a
n

**A_ History, 
of. Theories, or 

pro- 

duct-ion and. .Distribution. I.st

w
d
.

 p. 202 .and. 
a
lwl
'
o 

note 

(2) 

o
p 穿 sa'be page.)

と
？
洵li

敎
授
の
if
.へ
る
が
如
く
、K

ミ
ス
の
說
Q
E
i
M 

•
U
#働
翁
.絞
取訛

！！

あ

*
は

以

：
上

の
:̂
切

に

よ

リ

て

明

か
 

t

• 

又
ス
ミ
ス
の
^
値
說
が
.勞
働
揿
値
說
|̂
し
て
、
典
結
.果
ス 

‘
 

•

ミ
ス
が

勞
働
4:
?
絞
取
說
4>
採
リ
、
彼
よ
リ
从
ヵ
か
ド
並
リ 

ヵ

.7

.デ
ィ
ア
.ゾ
.
0ソ
ジ
ブ
”
：ス

ト
の
掛
說
^
經
て
ヵ
ア
;v
* 

マ
が
グ
ス
に
至
リ
て
其
の
掛
說
が
大
成
ぜ
ら
れ
れ
リ
ゴ
な 

; 

す
は
社
#
生
親
^
の
見
解
な
る
が
如
し
O
G
Oブロ sparg

c.: 

Sccialisoi.

W9M3" 

P
P
.
U

0
5-
P
W
I5, 242-244)

(

十

I)

ス
三

ス
の
债
値
論
を
論
ず
る
に
は
、
一|

つ
の
見
地
よ 

り
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
-其」

一
は
生
產
行
程
に
於
け
る
债 

値
に
し
て
、
與
ニ
は
分
配
行
程
に
於
け

.る
®
姐
な
り
。 

生
.產〕

fT
程
より
價
値
を
見
：る
は
其
財

H
投
用
せ
ら 

れ
た
る
勞
働
に

.よ
b
て
其
財
，の
惯
値
は
決
定
すV

な
ヤ

敗 

&
苹

：

:-
:
ノ

pru.lller 

the., rv. .to .ule;efF

rtct; 

trlat. 

profits., 

pre 

a
n

 

p
ro-
c o

f

 

ttj
e .

P
J
O
d

r.ce 

o
f
.
:
a
b
o
u
r

 

■
t.ut 

Ihc. 

p
a
s
v.
a
c-
'
e
s

 :hc. 

qllates' 

scarcely 

.
 p

r
o

 v,e 

tiie

献十
三港
ハ九

o
七
}
雜

 

.プ
ダ

ム0
ス

ミ

ス

の

怊

値

論

|:
就

い

て



き 物

第
十
ぢ
猶(

九
O
A)

雜
錄
ア
ダ
ム
*スミスの似値論に就いて

o

:，H

に
あ
り
。
惯
値
の
發
生
は
往
產
に
投
せ
ら
れ
た
る
^
働 

i:
'
ょ
る
も
の
に
し
て
勞
働
に
對
し
て
支
拂
は
る
る
代
僧 

に
ょ
る
に
あ
ら
ず
ど
主
^
す
る
な
ダ
。
か
、
る
ス
ミ
ス 

の
說
を
解
驛
し
て
ゾ
：カ
ル
ト
が
:

■
 

f
x
h
e

 value 

or a commociityv or the 

<quantitv 

of any 

other 

commodity 
lor 

which 

it 

will 

o
^
r
m
n
g
e

'-depends 

o
p 
t
h
o*-
tn>
pcr
.
v
e

 quantity of 

labour which is necessary 

for 

its 
production, 

:and not on the 

的reater 

or 

less 

compensation

whicii is paid for 

ttr
*
'p
'
t labour 」》

Q

の
s
と

之

，
に對
し

て
支
挪
は
る

る

勞
银
と

を
混
同
せ
る 

も
の
の
如
く
、
爲
め
に
吾
人
が
先
に
記
せ
る
が
如
き
矛 

盾
を
其
所
論
中
に
發
見
す
る
に
到
久
し
f

o 

第
一
一
の
分
配
行
程
に
於
け
る
價
値
は
價
値
の
發
生
と 

は
何
等
の
關
係
な
き
現
象
な
b

。
以
上
論
せ
る
所
に
ょ 

り
て
利
潤
S
地
代
^
か
價
値
發
生
の
原
因
に
あ
ら
す
、
 

た>

私
有
財
産
制
度
の
下
に
於
て
の
み
"
發
生
す
る
現 

'象
な
る
を
知
れ
り
。
故
に
分
配
行
程
に
於
け
る
偾
値
は 

勞
働
に
ょ

り

て
發
生
せ
る

ff
i
tt
が
社
會
の
諸
勢
力
の
0 

に
其
權
カ
關
係
上
に
よ
^
v
T
^
ii
^
A

S
を
.示
す
も

ア
ン
ダ
ー
•：ラ
ィ
ン
を
施
せ
る
部
分
を
更
に
一
の
な
b

?而
し
て
、
ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
の
所
#
分
配
論
が 

,: 

r 

一 

其
價
格
論
中
に
於
て
論
池
ら
る
る
の一

事
は
價
格
ビ
分

配
ど
が
大
な
^

關
係
あ
る
を
示
す
も
の
( <

し
て
、
之
が 

價
格
論
中
に
論
检
ら
る
る
理
由
は
、
價
値
發
生
を
論
资 

る
部
分
の
後
を
受
け
て
、
其
發
生
せ
る
價
値
が
如
M

に 

分
配
せ
ら
る
る
や
を
知
る
を
恶
す
る
が
故
な
り
。

.

(

餘」
)

.Ricardow 

w
o
r
r.

.

，
と

言

ひ

、

ン
:
'

;.
';
解
釋
.し
て
：
：
：
r

.

Labour 

oi 

different 

qualitks 

dif̂
rentlv

rn>
"
w
a
j
d

a»
d
.

:relative vahl

n)of ccmmoditv.

.'
♦

:

ビ
せ
る
は
、
ス
ミ
ス
の
學
說
を
解
す
る
上
に
於
て
は
正 

.
,
. 

確
な
り
。
f
 
k

スW
:

ス
：
の

用

语

上

の

不

注

t

は

勞

働

略

毛
'
 

-

:

:

.

■
 

_

: 

.
 

■ 

.
■
-
'.
'.
: 

ン
：

fhis 

no 

cause 

of 

variation in 

t
ha>

,(25

(

註11.) 

n

 Works, p, 14. 

哲
學
的
見
解
に
於
て
、
スv

ミ
メ
は
第
一
に
價
値
の
特
質

.(

十
二
：

) 

' 

;*:
:

.

的
®
性
の
性
質
を
硏
究
し
"
惯
値
は
風
性
其
も
の
海
る

余
0
有
す
る
此
見
解
は
ス
ミ
ス
の
«
値
論
を
以
て
勞
'
 

を
斷
定
せ
^S 。

か
、
る
•斷
案
に
達
す
る
に
、
ス
ミ
ス
ば

n

>
费
用
偕
値
說
及
び
需
嬰
供
給
價
値
說
の
三
:

日
常
の
經
濟
生
活
の
す
ベ
て
の
祓
雜
な
る
耍
素
を
除
却

考
を
認
容
せ
：る
も
の
と
な
•.し
ス
ミ
ス
緻
濟
學
系
統
に
於
/

1 、

し
去
り
、
單
純
原
始
的
な
る
自
然
，的
狀
態
を
觀
察
す
る

け
：る
其
重
藤
を
同一

視
せ
ん
：<£
す
る
思
茶
の
.所
說
ビ
'は

に

よ

り

て

、
價
直
の
：發
生
：が
全
く
勞
働
の
.分
録
次
る
費

«
报
底
に
於
て
異
な
れ
る
も
の
な
り
。
.
 

I

用
に
依
つ
て
決
定
せ
ら
る
る
を
見
た
る
な
.り

。
S

:

フ
ォ
ン
.
ク
キ
ザ
ー
は
典
著「

自
然
.惯
値
論」

に
於
て\

か
、
る
®
學
的
見
解
よ
6
獨
立
じ
て
彼
は
經
濟
生
活
の

ス
ミ
ス
.の
價
値
說
R
就
き
て
日
く
、~ 

:實
狀
を
見
で
、
其
經
.驗
的
見
解
に
達
し
、
價
値
ゆ
利
.润 

ドIt. 

Bas 

been .said l

 one 

f
 ニn A

d
i

 |

地
代
並
に
勞
m
の
一
i

に
よ
b
て
構
成
せ
ら
る
る
を
見 

.Smith nearly all the . explanations of value will 

て 

S 

i
c
h

tr
*
a
v
e
ol
v
e
r

 been attempted. 

W
h
a
t

 is certain j  
ナ

，プ

is

:.
--that, 

in his 

e
x
p
l
l
i
o
l
v

 A
d
a
m
—
smith l

i
a
s

一
 

か
、
る
一一

元
的
解
釋
は
ス
ミ
ス
は
果
し
て
、
何
を
意 

put 

togatBer 

two 

views 

tHat 

contrad

o-t each 

)

咏
せ
る
や
の
間
題
に
遭
迪
す
る
ビ
き
瓶
ち
に
困
節
を
感

other. T
o

 put it shc>rtly : 

he gives two 

theor—

ず
。
ス
ミ
ス
は

'哲
學
的
見
.解
を
是
と
甘
し
か
、
經
濟
的

,
 

.

.

.

..

. 

.
 

..
 

5

ies'one dsosophislvthe other e
m
p
i
r
i
c
a
l
.

ii
解
を
是VJ

せ
'
-
-
-
>

か
之
れ
間
題
：た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
0

と
0
ゥ
年
1
ザ
ー
に
依
れ
ば
、
ス
ミ

ス
の
，僧
値
說
は
ニ
ゥ
キ
ー

ザ
ー

の
解
释
は
巧
妙
，な
り
さ
れ
ざ
彼
は
ス
ミ
ス

元
的
に
し
て
、
其
一
は
#

學
的
、迸
ニ
は
經
驗
的
な
り
。

が
國
密
論
第
•*
?

-

*

卷
第
六
章
の
始
め
に
言

へ
る
烺
始
草
昧

>第
千
}蓄

(

九C

九〕

-雜

‘-

錄

r
ダ
ム
。.
K
3スの
，傾
値
論LL

就
'い
て 

號

.
1
0七



笊

十

三

怨

c

九

r〇)

雑

錄

プ

ダ

ム

。ス、ミスの似値論に就いて

‘の
時

代

て

ふ

點

を

カ

說

し

て"
後

の

、時

代

に

於

け

る
®

格
の
現
象
が
勞
働
に
ょ
>

て
、
増
加
せ
ら
れ
た
る
價
値 

を
分
割
す
る
に
過
ぎ
す
す
せ
る
吾
人
の
證
明
せ
る
所
を 

見

ざ

る

な

：

.:::

.

ジ
ョ
ン
*
ス
チ
ユ
ア

1

ト
。
ミ
ル
の
如
き
生
産
#
偾
値 

說
を
主
張
す
る
論
者
に
：：あ
り
て
も
、
：
其

生

產

费

の

內

容

\

を
分
解
し
て
、
興
主
耍
な
る
要
素
又
は
、
殆
ん
ぜ
其
全
：
|
 

部

を

構

成

す

る

赞

用

は

勞

働

欢

办

と

し

て

、

 

\

,
?
 W

h
a
t

 the production 

o
f 
p
rt
-
^
aaq
0
0
3
 
订
"to V

■- 

!1
 

. 

i 

■ 

I.

its producer' or its 

series of 

producers, is: the 
labour expended in

一
 producing it. 

: 

\

广 T
h
e

 

value 

o
f co

m

 
日 oditie

cn. , 

therefore'de-

.

.

,

.

.

.

.

.

.

 

. 

.
I
.
.
.
'
.
.
:
.

 

— 
\ ;

pends principally 

o
n th。

quantity of labour re- 

s

.. 

-
I 

. 

. —

：
.
■
;
.
 

; 

■
 

>

'qulred lor their production; 
B
o
l
u
G
l
n

/Qin th

OJldea 
ン

'
ぃ
'

.

,

:
:
: 

—

 
： ： 

：
：
：

■

:
_
:

 

: .

(3
)
. 

\

0
1
 

production, 

that 

of c
o
n
v
e
v
m

aQto 

m
a
r
k
e
t

*̂
、

〈

V
J

言
ひ
、
殆
ん
^
リ
カ
ル
ト
流
の
勞
働
價
値
說
に
死
き 

が
如
き
ば
、
ス
ミ
ス
價
値
說
の
«

意
の
»
»
に
存
す
る 

:

や
を
.知
る
のJ

助
た
る
べ
き
な
.ヶ

:

さ
^
ば
ホ
ツ
イ
テ
I
力

-

^

^

^

^

力

齚
七
號 

ー
0
<

ニ As

 a, theory of 
l
/
a
I
cl
(T
>.
. .

A
d
a
m

 

s
mrv
h

left us an eax

.̂farm oft&̂
lâ

vvof* enterprene- 

u
a
s cost 

and 

a 

labour-command 

measure 

o
f
 

value. 

But lie disowns 

what is naturally 

t
h
?

 

ucr
q
nrt
-or as

^
0>genuine classical theory 

OI- 

y
fo
cro 

t:Iiat iabour 

cost: regulates 

market 

value. 

This
, 

s

■
tnsry was 

R
i
c
a
r
aowand 

really his ajon

n)^

ど
言
へ
る
が
如
き
は
、
分
配
行
程
.上
の
僧
値
を
以
て
、

ス
ミ
ス
：
の
眞
意
な

り

^

解
せ
a ，
に

ょ

る

も

の

に

し

て

、

決
し
て.疋
當
な
り
と
言
ふ
を
#

ず

。
：
ス

ミス
©

«

論
の
、

本
質
は
吾
人
の
屢「

々
言
へ
る
が
如
く
其
勞
働
價
値
說
に 

あ

る

な

り
。

(

#:
1)

^

.-'eser 

“ .N
a
t
u
r
a
l

<
fo
c
o
.

 

*
w口 
g
{̂
5
 
げ 

Translation

*.

A
u
t
h
o
r
^
P
r
e
f
a
c
e
,

 p. 

X
X
V
I
L

 

,

(

部
ニ) 

W
ie
s
e
r
: 

op. 

&
• p. 

X
X
V
I
I
-
X
X
V
I
I
L

 

(

註
.

三
.} 

J 
'
 s. 

Mill: 

P
r
i
n
c
i
p
l
e
s
o
f

 

P
o
l
i
t
i
c
a
l

w
8
”5
3
y
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457-..45S.

(

註
四〕

パ<
p
^
p
f
j
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 History, a

n
d

 

Criticism 

of 

Labor.i 

I
h
e
o
r
v

 

of V
alue 

in .English 

FoLtical 

E
c
o
n
o
m
y
,

p.: 3
r. 

.
 

’
 

.

(

朱

ぎ

で
,
.J.
 
-,.p̂  ̂

t友
f 

•
在
.

..̂T

}--

摩

^

し
-
d 

l

於
卜

:

ト
ォ
マ
ぅ
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
哲

學

中

に

見

れ

n
る

經

濟

學

說

■•
:

.

:
續
 

K

 
郞
ユ

.

一 

.

'
:
"

「

'
!ハ

-

1 

.
;:
,
,
,
:
: 

英
國
に
於
け
る近

世
的
政
治
思
：想
の
.表
.明
ば
-正
に

:の％

^
せ
ら
れ
代
态
は

-
千六

'百
四
十
ニ
年
"<

が
1
も
有
名
.な
る
論
篇
.
1
.
3
1
^
1
1

§, 

o
r
 the.Mattelv 

F
o
r
m
e

 

and Power o£ A

 Commonwealth Ecciesi- 

asticali and 

civil ,

中
に
見
れ
る
形
體
に
於
て
表
明
せ 

ら
れ
た
る
はj

千
六
百
五
十
一
年
に
し
て
、
實
に
一
千 

六
-|
?

四
十
4ル
年
に
於
け
る
國
主
の
處
刑
と

‘

一
千.

4

ハ
®
六

T
h
o
m
a
s

 

Hobbes (

1
千
五
西
八
十
八
年
四
月
五
！！
：
| | 

.十
三
.年

に

於

ける
議
會
：，の
處
刑
と
の
中
道
に
存
せ
る
も

一
千
六
]?
七
十
九
年
十
二
力
四
ぼ)

に
始
る
ど
稱
せ
ら
一 

る
、
を
得
河
し
。
實
際
界
に
於
け
る
王
權
を
基
礎
.

V」

せ

\ 

る
政
治
的
統1

.

及
び
.秩
序
の
確
立
は
又
思
想
界
に
於
け
一 

る
典
反
映
をH

o
b
b
e
s

の
學
說
に
見
出
せ
り
。
近
世
的1

 

思
想
に
對
す
.る
推
移
を
51
然
徵
示
す
る
ち
の
は
實
に
彼| 

M
主
權
R
關
す
る
近
世
.
舉
說
の
透
锨
明
晰
な
，る
宣
言
一 

^
^
>
9 

0 

■

.
 

:

へ
彼
が
意
見
は
英
國
の
大
叛
«1
垆
將
に
勃
後
せ
ん
と
し 

て
、
而
も
未
だ
發
せ
ざ
K
Vし
.一
千
六
B
四
十
年
を
以
て
.
 

成
形
を
有
す
る
.■に
..至
々
し
か
.如

し

®*
-(

其
l*
d
e Cive

の
な
り
き
。
即
ち
彼
：が
.政
治
論
ば
強
大
な
る
中
央
.政
府 

の
.必
要
が
：國
內
.の
改
革
若
じ
く
は
國
際
的
和
解
の
必
要 

よ
り
も
遙
に
緊
切
に
威
知
せ
ら
れ
つ
％
あ

6
,し
內
亂
及 

び
共
和
政
時
代
の
&
亂
裡
に
成
れ
.る
も
の
f
 
o
さ
れ 

ば
斯
く
の
如
き
^
機
に
，
し
て
镞
が
無
政
府
の
喪
惡
に 

對
し
て
銳
敏
な
る(

寧
ろ
過
敏
な
る)

感
覺
を
有
し
、 

而
.し
て
秩
序
有
る
狀
態
に
對
し
：て
寧
ろ
過
當
：の
歸
重
，を 

爲
す
に
至
り
し
は
敢
て
奇
ビ
す
る
に
足
ら
ざ
る
*

b
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